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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネルと、前記アクティブマトリクス型有
機発光ダイオードパネルと電気的に接続されたゲート駆動器と、前記アクティブマトリク
ス型有機発光ダイオードパネルと電気的に接続されたソース駆動器と、前記ソース駆動器
と電気的に接続されたタイミングコントローラーと、前記ソース駆動器と電気的に接続さ
れたプログラマブルガンマ補正バッファ回路チップとからなる、アクティブマトリクス型
有機発光ダイオードパネル駆動回路であって、
　前記タイミングコントローラーは、更に前記ゲート駆動器及びプログラマブルガンマ補
正バッファ回路チップとそれぞれ電気的に接続されるとともに、
　前記タイミングコントローラーは、二組のゲート制御信号によって前記ゲート駆動器を
制御し、
　前記ソース駆動器は、データ信号を前記アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパ
ネルに提供し、
　前記データ信号は、複数個のデータフレームからなり、
　一つ一つの前記データフレームは、同等の時間を有する複数個のサブデータフレームか
らなり、
　更に、前記アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル駆動回路には、前記タイ
ミングコントローラーと電気的に接続されたマルチプレクサーが設けられ、
　前記マルチプレクサーは、ハイレベル電圧入力ピン・ローレベル電圧入力ピン・イネー
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ブル制御信号入力ピン・選択的出力ピンを有し、
　前記プログラマブルガンマ補正バッファ回路チップは、スタティック高電圧ピンを有し
、
　前記スタティック高電圧ピン上の電圧は、前記プログラマブルガンマ補正バッファ回路
チップ出力ピン上の電圧よりも恒常的に高いか、或は等しく、
　前記イネーブル制御信号入力ピンは、前記タイミングコントローラーと電気的に接続さ
れ、
　前記選択的出力ピンは、前記プログラマブルガンマ補正バッファ回路チップのスタティ
ック高電圧ピンと電気的に接続され、
　前記ハイレベル電圧入力ピンは、ハイレベル電圧信号を入力するために用いられ、
　前記ローレベル電圧入力ピンは、ローレベル電圧信号を入力するために用いられ、
　前記ローレベル電圧信号は、０Ｖであり、
　前記タイミングコントローラーがソースイネーブル制御信号を前記マルチプレクサーへ
出力するとともに、前記ソースイネーブル制御信号によって制御された前記マルチプレク
サーが０Ｖ電圧信号を前記プログラマブルガンマ補正バッファ回路チップのスタティック
高電圧ピンへ向けて出力した時、
　前記プログラマブルガンマ補正バッファ回路チップの出力ピンが出力する電圧は、０Ｖ
になり、
　前記プログラマブルガンマ補正バッファ回路チップの出力ピンは、第一から第十四まで
の出力ピンからなる
　ことを特徴とするアクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル駆動回路。
【請求項２】
　請求項１に記載のアクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル駆動回路において
、
　更に、前記アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネルは、複数個の内部画素駆
動回路からなり、
　一つ一つの前記内部画素駆動回路は、第一薄膜トランジスタと、第二薄膜トランジスタ
と、蓄積容量と、ゲート線と、データ線とからなり、
　前記第一薄膜トランジスタは、第一ゲート・第一ドレイン・第一ソースを有し、
　前記第二薄膜トランジスタは、第二ゲート・第二ドレイン・第二ソースを有し、
　前記第一ゲートは、前記ゲート線と電気的に接続され、
　前記第一ソースは、前記データ線と電気的に接続され、
　前記第一ドレインは、前記第二ゲート・蓄積容量の一端とそれぞれ電気的に接続され、
　前記蓄積容量の他端及び第二ソースは、駆動電源と接続されるために用いられ、
　前記第二ドレインは、有機発光ダイオードと接続されるために用いられる
　ことを特徴とするアクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル駆動回路。
【請求項３】
　請求項１に記載のアクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル駆動回路において
、
　更に、前記ゲート駆動器は、走査信号を前記アクティブマトリクス型有機発光ダイオー
ドパネルに提供し、
　前記ゲート駆動器は、ゲート制御回路と、前記ゲート制御回路と電気的に接続されたゲ
ート駆動回路とからなり、
　前記ゲート制御回路は、前記タイミングコントローラーと電気的に接続され、
　前記ゲート駆動回路は、前記アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネルと電気
的に接続され、
　前記ゲート駆動回路は、複数個のゲート駆動チップからなり、
　前記二組のゲート制御信号は、一組目のゲート制御信号と二組目のゲート制御信号に分
けられ、
　前記一組目のゲート制御信号は、第一開始制御信号と、第一クロック制御信号と、第一
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イネーブル制御信号とからなり、
　前記二組目のゲート制御信号は、第二開始制御信号と、第二クロック制御信号と、第二
イネーブル制御信号とからなり、
　前記一組目のゲート制御信号は、前記ゲート駆動器を制御して前記アクティブマトリク
ス型有機発光ダイオードパネルの充電を行うために用いられ、
　前記二組目のゲート制御信号は、前記ゲート駆動器を制御して前記アクティブマトリク
ス型有機発光ダイオードパネルの放電を行うために用いられる
　ことを特徴とするアクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル駆動回路。
【請求項４】
　請求項１に記載のアクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル駆動回路において
、
　更に、前記ソース駆動器は、ソース制御回路と、前記ソース制御回路と電気的に接続さ
れたソース駆動回路とからなり、
　前記ソース制御回路は、前記タイミングコントローラーと電気的に接続され、
　前記ソース駆動回路は、前記アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネルと電気
的に接続され、
　前記ソース駆動回路は、複数個のソース駆動チップからなり、
　前記タイミングコントローラーは、二つのソース制御信号によって前記ソース駆動器を
制御し、
　前記二つのソース制御信号は、低電圧差動信号及びソース開始制御信号に分けられる
　ことを特徴とするアクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル駆動回路。
【請求項５】
　請求項１に記載のアクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル駆動回路において
、
　更に、一つ一つの前記データフレームは、同等の時間を有する八個のサブデータフレー
ムからなり、
　前記アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル駆動回路の駆動方式は、パルス
幅変調方式である
　ことを特徴とするアクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル駆動回路。
【請求項６】
　アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネルと、前記アクティブマトリクス型有
機発光ダイオードパネルと電気的に接続されたゲート駆動器と、前記アクティブマトリク
ス型有機発光ダイオードパネルと電気的に接続されたソース駆動器と、前記ソース駆動器
と電気的に接続されたタイミングコントローラーと、前記ソース駆動器と電気的に接続さ
れたプログラマブルガンマ補正バッファ回路チップとからなる、アクティブマトリクス型
有機発光ダイオードパネル駆動回路であって、
　前記タイミングコントローラーは、更に前記ゲート駆動器及びプログラマブルガンマ補
正バッファ回路チップとそれぞれ電気的に接続されるとともに、
　前記タイミングコントローラーは、二組のゲート制御信号によって前記ゲート駆動器を
制御し、
　前記ソース駆動器は、データ信号を前記アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパ
ネルに提供し、
　前記データ信号は、複数個のデータフレームからなり、
　一つ一つの前記データフレームは、同等の時間を有する複数個のサブデータフレームか
らなり、
　更に、前記アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネルは、複数個の内部画素駆
動回路からなり、
　一つ一つの前記内部画素駆動回路は、第一薄膜トランジスタと、第二薄膜トランジスタ
と、蓄積容量と、ゲート線と、データ線とからなり、
　前記第一薄膜トランジスタは、第一ゲート・第一ドレイン・第一ソースを有し、
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　前記第二薄膜トランジスタは、第二ゲート・第二ドレイン・第二ソースを有し、
　前記第一ゲートは、前記ゲート線と電気的に接続され、
　前記第一ソースは、前記データ線と電気的に接続され、
　前記第一ドレインは、前記第二ゲート・蓄積容量の一端とそれぞれ電気的に接続され、
　前記蓄積容量の他端及び第二ソースは、駆動電源と接続されるために用いられ、
　前記第二ドレインは、有機発光ダイオードと接続されるために用いられ、
　更に、前記アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル駆動回路には、前記タイ
ミングコントローラーと電気的に接続されたマルチプレクサーが設けられ、
　前記マルチプレクサーは、ハイレベル電圧入力ピン・ローレベル電圧入力ピン・イネー
ブル制御信号入力ピン・選択的出力ピンを有し、
　前記プログラマブルガンマ補正バッファ回路チップは、スタティック高電圧ピンを有し
、
　前記スタティック高電圧ピン上の電圧は、前記プログラマブルガンマ補正バッファ回路
チップ出力ピン上の電圧よりも恒常的に高いか、或は等しく、
　前記イネーブル制御信号入力ピンは、前記タイミングコントローラーと電気的に接続さ
れ、
　前記選択的出力ピンは、前記プログラマブルガンマ補正バッファ回路チップのスタティ
ック高電圧ピンと電気的に接続され、
　前記ハイレベル電圧入力ピンは、ハイレベル電圧信号を入力するために用いられ、
　前記ローレベル電圧入力ピンは、ローレベル電圧信号を入力するために用いられ、
　前記ローレベル電圧信号は、０Ｖであり、
　前記タイミングコントローラーがソースイネーブル制御信号を前記マルチプレクサーへ
出力するとともに、前記ソースイネーブル制御信号によって制御された前記マルチプレク
サーが０Ｖ電圧信号を前記プログラマブルガンマ補正バッファ回路チップのスタティック
高電圧ピンへ向けて出力した時、
　前記プログラマブルガンマ補正バッファ回路チップの出力ピンが出力する電圧は、０Ｖ
になり、
　前記プログラマブルガンマ補正バッファ回路チップの出力ピンは、第一から第十四まで
の出力ピンからなる
　ことを特徴とするアクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル駆動回路。
【請求項７】
　請求項６に記載のアクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル駆動回路において
、
　更に、前記ゲート駆動器は、走査信号を前記アクティブマトリクス型有機発光ダイオー
ドパネルに提供し、
　前記ゲート駆動器は、ゲート制御回路と、前記ゲート制御回路と電気的に接続されたゲ
ート駆動回路とからなり、
　前記ゲート制御回路は、前記タイミングコントローラーと電気的に接続され、
　前記ゲート駆動回路は、前記アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネルと電気
的に接続され、
　前記ゲート駆動回路は、複数個のゲート駆動チップからなり、
　前記二組のゲート制御信号は、一組目のゲート制御信号と二組目のゲート制御信号に分
けられ、
　前記一組目のゲート制御信号は、第一開始制御信号と、第一クロック制御信号と、第一
イネーブル制御信号とからなり、
　前記二組目のゲート制御信号は、第二開始制御信号と、第二クロック制御信号と、第二
イネーブル制御信号とからなり、
　前記一組目のゲート制御信号は、前記ゲート駆動器を制御して前記アクティブマトリク
ス型有機発光ダイオードパネルの充電を行うために用いられ、
　前記二組目のゲート制御信号は、前記ゲート駆動器を制御して前記アクティブマトリク
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ス型有機発光ダイオードパネルの放電を行うために用いられる
　ことを特徴とするアクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル駆動回路。
【請求項８】
　請求項６に記載のアクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル駆動回路において
、
　更に、前記ソース駆動器は、ソース制御回路と、前記ソース制御回路と電気的に接続さ
れたソース駆動回路とからなり、
　前記ソース制御回路は、前記タイミングコントローラーと電気的に接続され、
　前記ソース駆動回路は、前記アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネルと電気
的に接続され、
　前記ソース駆動回路は、複数個のソース駆動チップからなり、
　前記タイミングコントローラーは、二つのソース制御信号によって前記ソース駆動器を
制御し、
　前記二つのソース制御信号は、低電圧差動信号及びソース開始制御信号に分けられる
　ことを特徴とするアクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル駆動回路。
【請求項９】
　請求項６に記載のアクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル駆動回路において
、
　更に、一つ一つの前記データフレームは、同等の時間を有する八個のサブデータフレー
ムからなり、
　前記アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル駆動回路の駆動方式は、パルス
幅変調方式である
　ことを特徴とするアクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル駆動回路。
【請求項１０】
　アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネルの駆動方法であって、
　前記駆動方法は、以下の手順１０１から手順１０５を含み、
　手順１０１において、
　アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル駆動回路のタイミングコントローラ
ーは、一組目のゲート制御信号を前記アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル
駆動回路のゲート駆動器に提供し、
　前記ゲート駆動器は、前記タイミングコントローラーによる制御の下で、第一走査信号
を前記アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネルに提供し、
　手順１０２において、前記タイミングコントローラーは、低電圧差動信号及びソース開
始制御信号を前記アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル駆動回路のソース駆
動器に提供するとともに、ソースイネーブル制御信号をプログラマブルガンマ補正バッフ
ァ回路チップに提供し、
　前記ソースイネーブル制御信号は、前記プログラマブルガンマ補正バッファ回路チップ
の出力ハイレベル電圧信号が前記ソース駆動器へ送られるように制御し、
　前記ソース駆動器は、前記タイミングコントローラー及びプログラマブルガンマ補正バ
ッファ回路チップによる制御の下で、データ信号を前記アクティブマトリクス型有機発光
ダイオードパネルに提供し、
　前記データ信号は、複数個のデータフレームからなり、
　一つ一つの前記データフレームは、同等の時間を有する複数個のサブデータフレームか
らなり、
　手順１０３において、
　前記第一走査信号及びデータ信号に基づいて、前記アクティブマトリクス型有機発光ダ
イオードパネルにおける相対する内部画素駆動回路は、対応する蓄積容量に対して充電を
行い、更に前記内部画素駆動回路と対応する画素を充電し、
　手順１０４において、
　前記タイミングコントローラーは、二組目のゲート制御信号を前記ゲート駆動器に提供
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し、
　前記ゲート駆動器は、前記タイミングコントローラーによる制御の下で、第二走査信号
を前記アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネルに提供し、
　手順１０５において、
　前記ソースイネーブル制御信号は、前記プログラマブルガンマ補正バッファ回路チップ
の出力ローレベル電圧信号が前記ソース駆動器へ送られるように制御し、
　前記第二走査信号に基づいて、前記ソース駆動器は、前記タイミングコントローラー及
びプログラマブルガンマ補正バッファ回路チップによる制御の下で、前記内部画素駆動回
路における蓄積容量が放電するように制御し、更に前記内部画素駆動回路と対応する画素
放電を制御し、
　更に、前記アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル駆動回路には、タイミン
グコントローラーと電気的に接続されたマルチプレクサーが設けられ、
　前記マルチプレクサーは、ハイレベル電圧入力ピン・ローレベル電圧入力ピン・イネー
ブル制御信号入力ピン・選択的出力ピンを有し、
　前記プログラマブルガンマ補正バッファ回路チップは、スタティック高電圧ピンを有し
、
　前記スタティック高電圧ピン上の電圧は、前記プログラマブルガンマ補正バッファ回路
チップ出力ピン上の電圧よりも恒常的に高いか、或は等しく、
　前記イネーブル制御信号入力ピンは、前記タイミングコントローラーと電気的に接続さ
れ、
　前記選択的出力ピンは、前記プログラマブルガンマ補正バッファ回路チップのスタティ
ック高電圧ピンと電気的に接続され、
　前記ハイレベル電圧入力ピンは、ハイレベル電圧信号を入力するために用いられ、
　前記ローレベル電圧入力ピンは、ローレベル電圧信号を入力するために用いられ、
　前記ローレベル電圧信号は、０Ｖであり、
　前記ソースイネーブル制御信号の制御によって、前記ハイレベル電圧信号或はローレベ
ル電圧信号のいずれか一つが前記選択的出力ピンの出力信号として選択され、
　前記プログラマブルガンマ補正バッファ回路チップにおいて、スタティック高電圧ピン
が出力する電圧と出力ピンが出力する電圧の変化は一致する
　ことを特徴とするアクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネルの駆動方法。
【請求項１１】
　請求項１０に記載のアクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネルの駆動方法にお
いて、
　更に、前記アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル駆動回路は、アクティブ
マトリクス型有機発光ダイオードパネルと、前記アクティブマトリクス型有機発光ダイオ
ードパネルと電気的に接続されたゲート駆動器と、前記アクティブマトリクス型有機発光
ダイオードパネルと電気的に接続されたソース駆動器と、前記ソース駆動器と電気的に接
続されたタイミングコントローラーと、前記ソース駆動器と電気的に接続されたプログラ
マブルガンマ補正バッファ回路チップとからなり、
　前記タイミングコントローラーは、更に前記ゲート駆動器及びプログラマブルガンマ補
正バッファ回路チップとそれぞれ電気的に接続され、
　前記アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネルは、複数個の内部画素駆動回路
からなり、
　一つ一つの前記内部画素駆動回路は、第一薄膜トランジスタと、第二薄膜トランジスタ
と、蓄積容量と、ゲート線と、データ線とからなり、
　前記第一薄膜トランジスタは、第一ゲート・第一ドレイン・第一ソースを有し、
　前記第二薄膜トランジスタは、第二ゲート・第二ドレイン・第二ソースを有し、
　前記第一ゲートは、前記ゲート線と電気的に接続され、
　前記第一ソースは、前記データ線と電気的に接続され、
　前記第一ドレインは、前記第二ゲート・蓄積容量の一端とそれぞれ電気的に接続され、
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　前記蓄積容量の他端及び第二ソースは、駆動電源と接続されるために用いられ、
　前記第二ドレインは、有機発光ダイオードと接続されるために用いられ、
　前記ゲート駆動器は、ゲート制御回路と、前記ゲート制御回路と電気的に接続されたゲ
ート駆動回路とからなり、
　前記ゲート制御回路は、前記タイミングコントローラーと電気的に接続され、
　前記ゲート駆動回路は、前記アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネルと電気
的に接続され、
　前記ゲート駆動回路は、複数個のゲート駆動チップからなり、
　前記一組目のゲート制御信号は、第一開始制御信号と、第一クロック制御信号と、第一
イネーブル制御信号とからなり、
　前記二組目のゲート制御信号は、第二開始制御信号と、第二クロック制御信号と、第二
イネーブル制御信号とからなり、
　前記ソース駆動器は、ソース制御回路と、前記ソース制御回路と電気的に接続されたソ
ース駆動回路とからなり、
　前記ソース制御回路は、前記タイミングコントローラーと電気的に接続され、
　前記ソース駆動回路は、前記アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネルと電気
的に接続され、
　前記ソース駆動回路は、複数個のソース駆動チップからなる
　ことを特徴とするアクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネルの駆動方法。
【請求項１２】
　請求項１０に記載のアクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネルの駆動方法にお
いて、
　更に、一つ一つの前記データフレームは、同等の時間を有する八個のサブデータフレー
ムからなり、
　前記アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル駆動回路の駆動方式は、パルス
幅変調方式である
　ことを特徴とするアクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネルの駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、平面表示技術に関し、特に、アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネ
ルの駆動回路及び駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
平面ディスプレイは薄型ボディ・省エネ・放射線が無い等の多くの長所を備えており、幅
広く応用されている。現在の平面ディスプレイは、主に液晶表示器（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒ
ｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ、ＬＣＤ）、及び有機ＥＬ部品（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｅｌｅｃ
ｔｒｏｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ　Ｄｅｖｉｃｅ、ＯＥＬＤ）或は有機発光ダイオード（
Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ、ＯＬＥＤ）と呼ばれる素
子によるものがある。
【０００３】
有機ＥＬ部品は、自発光・高輝度・広視野角・高コントラスト・折り曲げ可能・低消費電
力等の特性を備えているため、幅広い注目を集めるとともに、新世代の表示方式として、
既に従来の液晶表示装置に取って代わってきており、携帯電話のモニター・パソコン用デ
ィスプレイ・フルカラーテレビ等の分野に幅広く応用されている。有機ＥＬ部品は、従来
の液晶表示器と異なり、バックライトを必要とせず、直接ガラス基板上に極薄い有機材料
塗布層が設けられることで、電流が流れた時に前記有機材料塗布層が発光する。
【０００４】
従来の有機発光ダイオードを駆動方式によって分類すると、パッシブマトリクス型有機発
光ダイオード（Ｐａｓｓｉｖｅ－ｍａｔｒｉｘ　ｏｒｇａｎｉｃ　ｌｉｇｈｔ　ｅｍｉｔ
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ｔｉｎｇ　ｄｉｏｄｅ、ＰＭＯＬＥＤ）とアクティブマトリクス型有機発光ダイオード（
Ａｃｔｉｖｅ－ｍａｔｒｉｘ　ｏｒｇａｎｉｃ　ｌｉｇｈｔ　ｅｍｉｔｔｉｎｇ　ｄｉｏ
ｄｅ、ＡＭＯＬＥＤ）に分けられる。平面表示における製造工程の技術と材料の進歩によ
り、アクティブマトリクス型有機発光ダイオードは既に未来型平面ディスプレイの主流に
なりつつある。
【０００５】
図１を参照する。図は、従来のアクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネルの駆動
回路を示している。前記駆動回路は、二つの薄膜トランジスタ１００・２００と一つの蓄
積容量３００とからなるとともに、蓄積容量３００の充電後に制御電圧を第二薄膜トラン
ジスタ２００のゲートに印加することにより、第二薄膜トランジスタ２００が飽和領域と
なり、これによりアクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネルに電流が提供されて
発光する。前記駆動回路は、構造が簡単であるものの、第二薄膜トランジスタ２００が長
時間にわたって電子の影響を受けることで、第二薄膜トランジスタ２００のスレッショル
ド電圧Ｖｔｈに影響を与え、更にはアクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネルの
電流を変えてしまう。このため、アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネルの一
致性（ｕｎｉｆｏｒｍｉｔｙ）が影響を受けて、アクティブマトリクス型有機発光ダイオ
ードパネルの表示品質を低下させてしまう。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
よって本発明は、データ信号におけるデータフレームを同等の時間を有する八個のサブフ
レーム信号に分割するとともに、パルス幅変調駆動方式によって蓄積容量に対する充電を
行うことで、アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネルの一致性を高めて、アク
ティブマトリクス型有機発光ダイオードパネルの表示品質を向上させる、アクティブマト
リクス型有機発光ダイオードパネル駆動回路を提供することを目的とする。
【０００７】
また本発明は、パルス幅変調駆動方式を用いて内部画素駆動回路の蓄積容量に対する充電
を行うことで、アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネルの一致性を高めて、ア
クティブマトリクス型有機発光ダイオードパネルの表示品質を向上させる、アクティブマ
トリクス型有機発光ダイオードパネル駆動方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
上述の目的を達成するために、本発明が提供するアクティブマトリクス型有機発光ダイオ
ードパネル駆動回路は、アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネルと、前記アク
ティブマトリクス型有機発光ダイオードパネルと電気的に接続されたゲート駆動器と、前
記アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネルと電気的に接続されたソース駆動器
と、前記ソース駆動器と電気的に接続されたタイミングコントローラーと、前記ソース駆
動器と電気的に接続されたプログラマブルガンマ補正バッファ回路チップとからなる。前
記タイミングコントローラーは、更にゲート駆動器及びプログラマブルガンマ補正バッフ
ァ回路チップとそれぞれ電気的に接続される。また前記タイミングコントローラーは、二
組のゲート制御信号によって前記ゲート駆動器を制御する。前記ソース駆動器は、データ
信号をアクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネルに提供する。前記データ信号は
、複数個のデータフレームからなり、一つ一つの前記データフレームは同等の時間を有す
る複数個のサブデータフレームからなる。
【０００９】
前記アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネルは、複数個の内部画素駆動回路か
らなり、一つ一つの内部画素駆動回路は、第一薄膜トランジスタと、第二薄膜トランジス
タと、蓄積容量と、ゲート線と、データ線とからなる。前記第一薄膜トランジスタは第一
ゲート・第一ドレイン・第一ソースを有し、前記第二薄膜トランジスタは第二ゲート・第
二ドレイン・第二ソースを有する。前記第一ゲートはゲート線と電気的に接続され、前記
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第一ソースはデータ線と電気的に接続され、前記第一ドレインは第二ゲート・蓄積容量の
一端とそれぞれ電気的に接続される。前記蓄積容量の他端及び第二ソースは駆動電源と接
続されるために用いられ、前記第二ドレインは有機発光ダイオードと接続されるために用
いられる。
【００１０】
前記ゲート駆動器は、走査信号を前記アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル
に提供する。前記ゲート駆動器は、ゲート制御回路と、ゲート制御回路と電気的に接続さ
れたゲート駆動回路とからなる。前記ゲート制御回路はタイミングコントローラーと電気
的に接続され、前記ゲート駆動回路は前記アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパ
ネルと電気的に接続される。前記ゲート駆動回路は、複数個のゲート駆動チップからなる
。
【００１１】
前記二組のゲート制御信号は、一組目のゲート制御信号と二組目のゲート制御信号に分け
られる。一組目のゲート制御信号は第一開始制御信号・第一クロック制御信号・第一イネ
ーブル制御信号からなり、二組目のゲート制御信号は第二開始制御信号・第二クロック制
御信号・第二イネーブル制御信号からなる。
【００１２】
前記一組目のゲート制御信号は前記ゲート駆動器を制御して前記アクティブマトリクス型
有機発光ダイオードパネルの充電を行うために用いられ、前記二組目のゲート制御信号は
前記ゲート駆動器を制御して前記アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネルの放
電を行うために用いられる。
【００１３】
前記ソース駆動器は、ソース制御回路と、ソース制御回路と電気的に接続されたソース駆
動回路とからなる。前記ソース制御回路は前記タイミングコントローラーと電気的に接続
され、前記ソース駆動回路は前記アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネルと電
気的に接続される。前記ソース駆動回路は、複数個のソース駆動チップからなる。
【００１４】
前記タイミングコントローラーは、二つのソース制御信号によって前記ソース駆動器を制
御する。前記二つのソース制御信号は、低電圧差動信号及びソース開始制御信号に分けら
れる。
【００１５】
更に、タイミングコントローラーと電気的に接続されたマルチプレクサーが設けられる。
前記マルチプレクサーは、ハイレベル電圧入力ピン・ローレベル電圧入力ピン・イネーブ
ル制御信号入力ピン・選択的出力ピンを有する。前記プログラマブルガンマ補正バッファ
回路チップは、スタティック高電圧ピンを有する。前記スタティック高電圧ピン上の電圧
は前記プログラマブルガンマ補正バッファ回路チップ出力ピン上の電圧よりも恒常的に高
いか、或は等しい。前記イネーブル制御信号入力ピンは前記タイミングコントローラーと
電気的に接続され、前記選択的出力ピンは前記プログラマブルガンマ補正バッファ回路チ
ップのスタティック高電圧ピンと電気的に接続される。前記ハイレベル電圧入力ピンはハ
イレベル電圧信号を入力するために用いられ、前記ローレベル電圧入力ピンはローレベル
電圧信号を入力するために用いられる。前記ローレベル電圧信号は０Ｖである。前記タイ
ミングコントローラーがソースイネーブル制御信号をマルチプレクサーへ出力するととも
に、前記ソースイネーブル制御信号によって制御された前記マルチプレクサーが０Ｖ電圧
信号を前記プログラマブルガンマ補正バッファ回路チップのスタティック高電圧ピンへ向
けて出力した時、前記プログラマブルガンマ補正バッファ回路チップの出力ピンが出力す
る電圧は０Ｖになる。前記出力ピンは、第一から第十四までの出力ピンからなる。
【００１６】
一つ一つの前記データフレームは、同等の時間を有する八個のサブデータフレームからな
る。前記アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル駆動回路の駆動方式は、パル
ス幅変調方式である。
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【００１７】
また、本発明が提供するアクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル駆動回路は、
アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネルと、前記アクティブマトリクス型有機
発光ダイオードパネルと電気的に接続されたゲート駆動器と、前記アクティブマトリクス
型有機発光ダイオードパネルと電気的に接続されたソース駆動器と、前記ソース駆動器と
電気的に接続されたタイミングコントローラーと、前記ソース駆動器と電気的に接続され
たプログラマブルガンマ補正バッファ回路チップとからなる。前記タイミングコントロー
ラーは、更にゲート駆動器及びプログラマブルガンマ補正バッファ回路チップとそれぞれ
電気的に接続される。また前記タイミングコントローラーは、二組のゲート制御信号によ
って前記ゲート駆動器を制御する。前記ソース駆動器は、データ信号をアクティブマトリ
クス型有機発光ダイオードパネルに提供する。前記データ信号は、複数個のデータフレー
ムからなり、一つ一つの前記データフレームは同等の時間を有する複数個のサブデータフ
レームからなる。
【００１８】
このうち、前記アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネルは、複数個の内部画素
駆動回路からなり、一つ一つの内部画素駆動回路は、第一薄膜トランジスタと、第二薄膜
トランジスタと、蓄積容量と、ゲート線と、データ線とからなる。前記第一薄膜トランジ
スタは第一ゲート・第一ドレイン・第一ソースを有し、前記第二薄膜トランジスタは第二
ゲート・第二ドレイン・第二ソースを有する。前記第一ゲートはゲート線と電気的に接続
され、前記第一ソースはデータ線と電気的に接続され、前記第一ドレインは第二ゲート・
蓄積容量の一端とそれぞれ電気的に接続される。前記蓄積容量の他端及び第二ソースは駆
動電源と接続されるために用いられ、前記第二ドレインは有機発光ダイオードと接続され
るために用いられる。
【００１９】
前記ゲート駆動器は、走査信号を前記アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル
に提供する。前記ゲート駆動器は、ゲート制御回路と、ゲート制御回路と電気的に接続さ
れたゲート駆動回路とからなる。前記ゲート制御回路はタイミングコントローラーと電気
的に接続され、前記ゲート駆動回路は前記アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパ
ネルと電気的に接続される。前記ゲート駆動回路は、複数個のゲート駆動チップからなる
。
【００２０】
前記二組のゲート制御信号は、一組目のゲート制御信号と二組目のゲート制御信号に分け
られる。一組目のゲート制御信号は第一開始制御信号・第一クロック制御信号・第一イネ
ーブル制御信号からなり、二組目のゲート制御信号は第二開始制御信号・第二クロック制
御信号・第二イネーブル制御信号からなる。前記一組目のゲート制御信号は前記ゲート駆
動器を制御して前記アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネルの充電を行うため
に用いられ、前記二組目のゲート制御信号は前記ゲート駆動器を制御して前記アクティブ
マトリクス型有機発光ダイオードパネルの放電を行うために用いられる。
【００２１】
前記ソース駆動器は、ソース制御回路と、ソース制御回路と電気的に接続されたソース駆
動回路とからなる。前記ソース制御回路は前記タイミングコントローラーと電気的に接続
され、前記ソース駆動回路は前記アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネルと電
気的に接続される。前記ソース駆動回路は、複数個のソース駆動チップからなる。
【００２２】
前記タイミングコントローラーは、二つのソース制御信号によって前記ソース駆動器を制
御する。前記二つのソース制御信号は、低電圧差動信号及びソース開始制御信号に分けら
れる。
【００２３】
更に、タイミングコントローラーと電気的に接続されたマルチプレクサーが設けられる。
前記マルチプレクサーは、ハイレベル電圧入力ピン・ローレベル電圧入力ピン・イネーブ
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ル制御信号入力ピン・選択的出力ピンを有する。前記プログラマブルガンマ補正バッファ
回路チップは、スタティック高電圧ピンを有する。前記スタティック高電圧ピン上の電圧
は、前記プログラマブルガンマ補正バッファ回路チップ出力ピン上の電圧よりも恒常的に
高いか、或は等しい。前記イネーブル制御信号入力ピンは前記タイミングコントローラー
と電気的に接続され、前記選択的出力ピンは前記プログラマブルガンマ補正バッファ回路
チップのスタティック高電圧ピンと電気的に接続される。前記ハイレベル電圧入力ピンは
ハイレベル電圧信号を入力するために用いられ、前記ローレベル電圧入力ピンはローレベ
ル電圧信号を入力するために用いられる。前記ローレベル電圧信号は０Ｖである。前記タ
イミングコントローラーがソースイネーブル制御信号をマルチプレクサーへ出力するとと
もに、前記ソースイネーブル制御信号によって制御された前記マルチプレクサーが０Ｖ電
圧信号を前記プログラマブルガンマ補正バッファ回路チップのスタティック高電圧ピンへ
向けて出力した時、前記プログラマブルガンマ補正バッファ回路チップの出力ピンが出力
する電圧は０Ｖになる。前記出力ピンは、第一から第十四までの出力ピンからなる。
【００２４】
一つ一つの前記データフレームは、同等の時間を有する八個のサブデータフレームからな
る。前記アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル駆動回路の駆動方式は、パル
ス幅変調方式である。
【００２５】
また、本発明が提供するアクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネルの駆動方法は
、以下の手順を含む。
【００２６】
手順１０１において、アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル駆動回路のタイ
ミングコントローラーは、一組目のゲート制御信号を前記アクティブマトリクス型有機発
光ダイオードパネル駆動回路のゲート駆動器に提供する。前記ゲート駆動器はタイミング
コントローラーによる制御の下で、第一走査信号をアクティブマトリクス型有機発光ダイ
オードパネルに提供する。
【００２７】
手順１０２において、前記タイミングコントローラーは、低電圧差動信号及びソース開始
制御信号を前記アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル駆動回路のソース駆動
器に提供するとともに、ソースイネーブル制御信号をプログラマブルガンマ補正バッファ
回路チップに提供する。前記ソースイネーブル制御信号は、前記プログラマブルガンマ補
正バッファ回路チップの出力ハイレベル電圧信号がソース駆動器へ送られるように制御す
る。ソース駆動器はタイミングコントローラー及びプログラマブルガンマ補正バッファ回
路チップによる制御の下で、データ信号をアクティブマトリクス型有機発光ダイオードパ
ネルに提供する。前記データ信号は、複数個のデータフレームからなり、一つ一つの前記
データフレームは同等の時間を有する複数個のサブデータフレームからなる。
【００２８】
手順１０３において、前記第一走査信号及びデータ信号に基づいて、前記アクティブマト
リクス型有機発光ダイオードパネルにおける相対する内部画素駆動回路は、対応する蓄積
容量に対して充電を行い、更に前記内部画素駆動回路と対応する画素を充電する。
【００２９】
手順１０４において、前記タイミングコントローラーは、二組目のゲート制御信号をゲー
ト駆動器に提供する。前記ゲート駆動器はタイミングコントローラーによる制御の下で、
第二走査信号をアクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネルに提供する。
【００３０】
手順１０５において、前記ソースイネーブル制御信号は、前記プログラマブルガンマ補正
バッファ回路チップの出力ローレベル電圧信号がソース駆動器へ送られるように制御する
。前記第二走査信号に基づいて、ソース駆動器はタイミングコントローラー及びプログラ
マブルガンマ補正バッファ回路チップによる制御の下で、前記内部画素駆動回路における
蓄積容量が放電するように制御し、更に前記内部画素駆動回路と対応する画素放電を制御
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する。
【００３１】
前記アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル駆動回路は、アクティブマトリク
ス型有機発光ダイオードパネルと、前記アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネ
ルと電気的に接続されたゲート駆動器と、前記アクティブマトリクス型有機発光ダイオー
ドパネルと電気的に接続されたソース駆動器と、前記ソース駆動器と電気的に接続された
タイミングコントローラーと、前記ソース駆動器と電気的に接続されたプログラマブルガ
ンマ補正バッファ回路チップとからなる。前記タイミングコントローラーは、更にゲート
駆動器及びプログラマブルガンマ補正バッファ回路チップとそれぞれ電気的に接続される
。
【００３２】
前記アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネルは、複数個の内部画素駆動回路か
らなり、一つ一つの内部画素駆動回路は、第一薄膜トランジスタと、第二薄膜トランジス
タと、蓄積容量と、ゲート線と、データ線とからなる。前記第一薄膜トランジスタは第一
ゲート・第一ドレイン・第一ソースを有し、前記第二薄膜トランジスタは第二ゲート・第
二ドレイン・第二ソースを有する。前記第一ゲートはゲート線と電気的に接続され、前記
第一ソースはデータ線と電気的に接続され、前記第一ドレインは第二ゲート・蓄積容量の
一端とそれぞれ電気的に接続される。前記蓄積容量の他端及び第二ソースは駆動電源と接
続されるために用いられ、前記第二ドレインは有機発光ダイオードと接続されるために用
いられる。
【００３３】
前記ゲート駆動器は、ゲート制御回路と、ゲート制御回路と電気的に接続されたゲート駆
動回路とからなる。前記ゲート制御回路はタイミングコントローラーと電気的に接続され
、前記ゲート駆動回路は前記アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネルと電気的
に接続される。前記ゲート駆動回路は、複数個のゲート駆動チップからなる。
【００３４】
前記一組目のゲート制御信号は、第一開始制御信号と、第一クロック制御信号と、第一イ
ネーブル制御信号とからなり、二組目のゲート制御信号は、第二開始制御信号と、第二ク
ロック制御信号と、第二イネーブル制御信号とからなる。
【００３５】
前記ソース駆動器は、ソース制御回路と、ソース制御回路と電気的に接続されたソース駆
動回路とからなる。前記ソース制御回路は前記タイミングコントローラーと電気的に接続
され、前記ソース駆動回路は前記アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネルと電
気的に接続される。前記ソース駆動回路は、複数個のソース駆動チップからなる。
【００３６】
前記アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル駆動回路には、更にタイミングコ
ントローラーと電気的に接続されたマルチプレクサーが設けられる。前記マルチプレクサ
ーは、ハイレベル電圧入力ピン・ローレベル電圧入力ピン・イネーブル制御信号入力ピン
・選択的出力ピンを有する。前記プログラマブルガンマ補正バッファ回路チップは、スタ
ティック高電圧ピンを有する。前記スタティック高電圧ピン上の電圧は、前記プログラマ
ブルガンマ補正バッファ回路チップ出力ピン上の電圧よりも恒常的に高いか、或は等しい
。前記イネーブル制御信号入力ピンは、前記タイミングコントローラーと電気的に接続さ
れる。前記選択的出力ピンは、前記プログラマブルガンマ補正バッファ回路チップのスタ
ティック高電圧ピンと電気的に接続される。前記ハイレベル電圧入力ピンは、ハイレベル
電圧信号を入力するために用いられる。前記ローレベル電圧入力ピンは、ローレベル電圧
信号を入力するために用いられる。また前記ローレベル電圧信号は０Ｖである。前記ソー
スイネーブル制御信号の制御によって、ハイレベル電圧信号或はローレベル電圧信号が選
択的出力ピンの出力信号として選択される。前記プログラマブルガンマ補正バッファ回路
チップにおいて、スタティック高電圧ピンが出力する電圧と出力ピンが出力する電圧は変
化が一致する。
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【００３７】
一つ一つの前記データフレームは、同等の時間を有する八個のサブデータフレームからな
る。前記アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル駆動回路の駆動方式は、パル
ス幅変調方式である。
【発明の効果】
【００３８】
以上の構造によってなる本発明は、以下の有益な効果を備える。本発明のアクティブマト
リクス型有機発光ダイオードパネルの駆動回路及び駆動方法は、従来の２Ｔ１Ｃ駆動回路
を基礎として更にタイミングコントロール回路とプログラマブルガンマ補正バッファ回路
が設けられてゲート駆動器とソース駆動器を制御することで、前記ソース駆動器による直
接的な放電機能を実現し、これにより放電機能を実現可能な新しいソース駆動器を開発す
るためのコストを削減する。同時に、パルス幅変調方式をアクティブマトリクス型有機発
光ダイオードパネル駆動回路の駆動方式として用いるとともに一つのデータフレーム全体
を時間が同等の八個のサブデータフレームに分けることで、２５５グレースケールを実現
することが可能であり、加えて、アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネルのス
レッショルド電圧Ｖｔｈに影響しないため、アクティブマトリクス型有機発光ダイオード
パネルの電流を変化させず、アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネルの一致性
を高めて、アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネルの表示品質を向上させるこ
とが出来る。
【００３９】
本発明の特徴と技術内容の詳細については、以下の詳説と図を参照されたい。尚、図はあ
くまで参考及び説明用であり、これにより本発明を制限するものではない。
【図面の簡単な説明】
【００４０】
下記の図を合わせて本発明の具体的実施形態について詳細に説明することで、本発明の技
術手法及びその他の有益な効果を詳らかにする。
【図１】従来のアクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネルにおける有機発光ダイ
オードの駆動回路を示した概略図である。
【図２】本発明のアクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル駆動回路の概略図で
ある。
【図３】図２における有機発光ダイオードの内部画素駆動回路を示した概略図である。
【図４】図２におけるゲート制御回路の回路接続を示した概略図である。
【図５】図２におけるタイミングコントローラーとプログラマブルガンマ補正バッファ回
路チップの接続を示した概略図である。
【図６】本発明のアクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル駆動回路における八
個のサブデータフレームの制御タイミング図である。
【図７】本発明のアクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル駆動回路の駆動方式
における制御タイミング図である。
【図８】本発明のアクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネルの駆動方法における
フロー図である。
【発明を実施するための形態】
【００４１】
本発明の技術手法とその効果について詳述するために、以下で本発明の実施例と図を参照
しつつ説明する。
【００４２】
（実施例１）
図２から図５までを参照する。本発明が提供するアクティブマトリクス型有機発光ダイオ
ードパネル駆動回路は、アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル２と、アクテ
ィブマトリクス型有機発光ダイオードパネル２と電気的に接続されたゲート駆動器４と、
アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル２と電気的に接続されたソース駆動器
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６と、ソース駆動器６と電気的に接続されたタイミングコントローラー８と、ソース駆動
器６と電気的に接続されたプログラマブルガンマ補正バッファ回路チップ（Ｇａｍｍａ　
ＩＣ）１０とからなる。タイミングコントローラー８は、更にゲート駆動器４及びプログ
ラマブルガンマ補正バッファ回路チップ１０とそれぞれ電気的に接続されるとともに、タ
イミングコントローラー８は二組のゲート制御信号によってゲート駆動器４を制御する。
ソース駆動器６は、データ信号をアクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル２に
提供する。前記データ信号は、複数個のデータフレームからなり、一つ一つの前記データ
フレームは同等の時間を有する複数個のサブデータフレームからなる。
【００４３】
アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル２は、複数個の内部画素駆動回路２０
からなる。図３を参照する。本発明は従来の２Ｔ１Ｃ駆動回路を基礎として、パルス幅変
調の方式を用いてアクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル２を駆動するととも
に、一つ一つのデータフレーム全体を同等の時間を有する複数個のサブデータフレームに
分けることによって、必要なグレースケールを実現する。加えて、回路制御を合わせて用
いることで、駆動薄膜トランジスタ（第二薄膜トランジスタ２３）のスレッショルド電圧
Ｖｔｈに影響しないようにする。一つ一つの内部画素駆動回路２０は、第一薄膜トランジ
スタ２２と、第二薄膜トランジスタ２３と、蓄積容量２４と、ゲート線２５と、データ線
２６とからなる。第一薄膜トランジスタ２２はスイッチ薄膜トランジスタであるとともに
、第一ゲートｇ１・第一ドレインｄ１・第一ソースｓ１を有する。第二薄膜トランジスタ
２３は駆動薄膜トランジスタであるとともに、第二ゲートｇ２・第二ドレインｄ２・第二
ソースｓ２を有する。第一ゲートｇ１はゲート線２５と電気的に接続され、第一ソースｓ
１はデータ線２６と電気的に接続され、第一ドレインｄ１は第二ゲートｇ２及び蓄積容量
２４の一端と電気的に接続される。蓄積容量２４の他端及び第二ソースｓ２は駆動電源と
接続されるために用いられ、第二ドレインｄ２は有機発光ダイオード２７と接続されるた
めに用いられる。
【００４４】
ゲート線２５が選択された時、第一薄膜トランジスタ２２がオンになる。データ線２６の
電圧は第一薄膜トランジスタ２２を通して蓄積容量２４を充電し、蓄積容量２４の電圧は
第二薄膜トランジスタ２３のドレイン電流を制御する。またゲート線２５が選択されてい
ない時、第一薄膜トランジスタ２２がオフになる。蓄積容量２４に蓄積された電荷は第二
薄膜トランジスタ２３の第二ゲートｇ２電圧を維持し続け、これにより第二薄膜トランジ
スタ２３のフレーム時間内における動作状態が保たれる。
【００４５】
ゲート駆動器４は、一つ一つの内部画素駆動回路２０のゲート線２５といずれも電気的に
接続される。ソース駆動器６は、一つ一つの内部画素駆動回路２０のデータ線２６といず
れも電気的に接続される。ゲート駆動器４は、走査信号をアクティブマトリクス型有機発
光ダイオードパネル２に提供する。ゲート駆動器４は、ゲート制御回路４２と、ゲート制
御回路４２と電気的に接続されたゲート駆動回路４４とからなる。ゲート制御回路４２は
タイミングコントローラー８と電気的に接続され、ゲート駆動回路４４はアクティブマト
リクス型有機発光ダイオードパネル２と電気的に接続される。ゲート駆動回路４４は、複
数個のゲート駆動チップ４６からなり、複数個のゲート駆動チップ４６は内部画素駆動回
路２０のゲート線２５と電気的に接続されるために用いられる。
【００４６】
前記二組のゲート制御信号は、一組目のゲート制御信号８２と二組目のゲート制御信号８
４に分けられる。一組目のゲート制御信号８２は、第一開始制御信号（ＳＴＶ）８２１と
、第一クロック制御信号（ＣＫＶ）８２２と、第一イネーブル制御信号（ＯＥ）８２３と
からなり、二組目のゲート制御信号８４は、第二開始制御信号（ＳＴＶ２）８４１と、第
二クロック制御信号（ＣＫＶ２）８４２と、第二イネーブル制御信号（ＯＥ２）８４３と
からなる。
【００４７】
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図４を参照する。一組目のゲート制御信号８２はゲート駆動器４の入力信号であり、ゲー
ト駆動器４によってアクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル２の充電が行われ
るように制御するために用いられる。二組目のゲート制御信号８４はゲート駆動器４の入
力信号であり、ゲート駆動器４によってアクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネ
ル２の放電が行われるように制御するために用いられる。ゲート駆動器４の出力信号は、
各内部画素駆動回路２０のゲート線２５とそれぞれ接続される。
【００４８】
ソース駆動器６は、ソース制御回路６２と、ソース制御回路６２と電気的に接続されたソ
ース駆動回路６４とからなる。ソース制御回路６２は、タイミングコントローラー８と電
気的に接続される。ソース駆動回路６４はアクティブマトリクス型有機発光ダイオードパ
ネル２と電気的に接続される。ソース駆動回路６４は、複数個のソース駆動チップ６６か
らなる。タイミングコントローラー８は二つのソース制御信号によってソース駆動器６を
制御する。前記二つのソース制御信号は、低電圧差動信号（Ｍｉｎｉ＿ＬＶＤＳ）８６及
びソース開始制御信号（ＳＴＢ）８７に分けられる。
【００４９】
前記アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル駆動回路には、更にタイミングコ
ントローラー８と電気的に接続されたマルチプレクサー（ＭＵＸ）１２が設けられる。マ
ルチプレクサー１２は、ハイレベル電圧入力ピン１７・ローレベル電圧入力ピン１８・イ
ネーブル制御信号入力ピン・選択的出力ピンを有する。
【００５０】
プログラマブルガンマ補正バッファ回路チップ１０は、スタティック高電圧ピン（ＳＴＡ
ＴＩＣ＿Ｈ）１６を有する。スタティック高電圧ピン１６上の電圧は、プログラマブルガ
ンマ補正バッファ回路チップ１０の出力ピン１５上の電圧よりも恒常的に高いか、或は等
しい。出力ピン１５は、第一から第十四までの出力ピンである。
【００５１】
マルチプレクサー１２のイネーブル制御信号入力ピンはタイミングコントローラー８と電
気的に接続され、前記選択的出力ピンはプログラマブルガンマ補正バッファ回路チップ１
０のスタティック高電圧ピン１６と電気的に接続される。また、ハイレベル電圧入力ピン
１７はハイレベル電圧信号を入力するために用いられ、前記ハイレベル電圧は電源電圧Ｖ

ｄｄである。ローレベル電圧入力ピン１８は、ローレベル電圧信号を入力するために用い
られ、前記ローレベル電圧信号は０Ｖである。
【００５２】
図５を参照する。タイミングコントローラー８がソースイネーブル制御信号８８をマルチ
プレクサー１２へ出力するとともに、ソースイネーブル制御信号８８によって制御された
マルチプレクサー１２が０Ｖ電圧信号をプログラマブルガンマ補正バッファ回路チップ１
０のスタティック高電圧ピン１６へ向けて出力した時、プログラマブルガンマ補正バッフ
ァ回路チップ１０の出力ピン１５が出力する電圧は０Ｖになり、これにより前記ソース駆
動器の出力も０Ｖとなる。更に、データ線２６上の電圧も０Ｖとなる。これにより、ソー
スイネーブル制御信号８８によってプログラマブルガンマ補正バッファ回路チップ１０を
制御して直接的にソース駆動器６の放電機能を実現することが可能になり、放電機能を実
現可能な新しいソース駆動器６を開発するためのコストを削減することが出来る。
【００５３】
図６を参照する。本実施例において、一つ一つの前記データフレームは、同等の時間を有
する八個のサブデータフレームからなることで、２５５グレースケールを実現するととも
に、２Ｔ１Ｃ回路を基礎として、特殊な回路制御を組合わせることによりパルス幅変調方
式を実現することが出来る。更に、駆動薄膜トランジスタ（第二薄膜トランジスタ２３）
のスレッショルド電圧Ｖｔｈに影響しないため、アクティブマトリクス型有機発光ダイオ
ードパネルの一致性を改善することが出来る。
【００５４】
前記アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル駆動回路の駆動方式は、パルス幅
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変調方式であり、そのタイミング図については図７を参照する。ゲート駆動器４の一組目
のゲート制御信号８２・二組目のゲート制御信号８４、及びソース駆動器６のソース開始
制御信号８７と、プログラマブルガンマ補正バッファ回路チップ１０と接続されたソース
イネーブル制御信号８８が互いに組合されることで、一定のサブデータフレームのタイミ
ングにおいて、グレースケール効果を生成することが出来る。また図７において、一組目
のゲート制御信号８２は従来の制御信号であり、ソース開始制御信号８７は従来のソース
制御信号であるとともに、主にソース駆動器６の信号をアクティブマトリクス型有機発光
ダイオードパネル２まで送るために用いられる。同時に、二組目のゲート制御信号８４が
ソースイネーブル信号８８と組合されることにより、パルス幅変調が実現される。
【００５５】
本実施例において、パルス幅変調方式をアクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネ
ル駆動回路の駆動方式として用いることで、第二薄膜トランジスタ２３のスレッショルド
電圧Ｖｔｈに影響しないようにすることが出来る。これにより、アクティブマトリクス型
有機発光ダイオードパネル２の電流を変化させずに、アクティブマトリクス型有機発光ダ
イオードパネル２の一致性を高めて、アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル
２の表示品質を向上させる。
【００５６】
（実施例２）
図２から図８までを参照する。本発明が提供するアクティブマトリクス型有機発光ダイオ
ードパネルの駆動方法は、以下の手順を含む。
【００５７】
手順１０１において、アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル２駆動回路のタ
イミングコントローラー８は、一組目のゲート制御信号８２をゲート駆動器４に提供する
。ゲート駆動器４はタイミングコントローラー８による制御の下で、第一走査信号をアク
ティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル２に提供する。アクティブマトリクス型有
機発光ダイオードパネル駆動回路は、アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル
２と、アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル２と電気的に接続されたゲート
駆動器４と、アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル２と電気的に接続された
ソース駆動器６と、ソース駆動器６と電気的に接続されたタイミングコントローラー８と
、ソース駆動器６と電気的に接続されたプログラマブルガンマ補正バッファ回路チップ１
０とからなる。タイミングコントローラー８は更に、ゲート駆動器４及びプログラマブル
ガンマ補正バッファ回路チップ１０とそれぞれ電気的に接続される。
【００５８】
アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル２は、複数個の内部画素駆動回路２０
からなる（図３参照）。本発明は従来の２Ｔ１Ｃ駆動回路を基礎として、パルス幅変調の
方式を用いてアクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル２を駆動するとともに、
一つ一つのデータフレーム全体を同等の時間を有する複数個のサブデータフレームに分け
ることにより、必要なグレースケールを実現する。更に、合わせて回路制御を行うことに
より、駆動薄膜トランジスタ（第二薄膜トランジスタ２３）のスレッショルド電圧Ｖｔｈ

に影響を与えないようにすることが出来る。一つ一つの内部画素駆動回路２０は、第一薄
膜トランジスタ２２と、第二薄膜トランジスタ２３と、蓄積容量２４と、ゲート線２５と
、データ線２６とからなる。第一薄膜トランジスタ２２はスイッチ薄膜トランジスタであ
るとともに、第一ゲートｇ１・第一ドレインｄ１・第一ソースｓ１を有する。第二薄膜ト
ランジスタ２３は駆動薄膜トランジスタであるとともに、第二ゲートｇ２・第二ドレイン
ｄ２・第二ソースｓ２を有する。第一ゲートｇ１はゲート線２５と電気的に接続され、第
一ソースｓ１はデータ線２６と電気的に接続され、第一ドレインｄ１は第二ゲートｇ２及
び蓄積容量２４の一端と電気的に接続される。蓄積容量２４の他端及び第二ソースｓ２は
、駆動電源と接続されるために用いられる。また第二ドレインｄ２は、有機発光ダイオー
ド２７と接続されるために用いられる。
【００５９】
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ゲート線２５が選択された時、第一薄膜トランジスタ２２がオンになる。データ線２６の
電圧は第一薄膜トランジスタ２２を通して蓄積容量２４を充電し、蓄積容量２４の電圧は
第二薄膜トランジスタ２３のドレイン電流を制御する。またゲート線２５が選択されてい
ない時、第一薄膜トランジスタ２２がオフになる。蓄積容量２４に蓄積された電荷は第二
薄膜トランジスタ２３の第二ゲートｇ２電圧を維持し続け、これにより第二薄膜トランジ
スタ２３のフレーム時間内における動作状態が保たれる。
【００６０】
ゲート駆動器４は、一つ一つの内部画素駆動回路２０のゲート線２５といずれも電気的に
接続される。ソース駆動器６は、一つ一つの内部画素駆動回路２０のデータ線２６といず
れも電気的に接続される。ゲート駆動器４は、ゲート制御回路４２と、ゲート制御回路４
２と電気的に接続されたゲート駆動回路４４とからなる。ゲート制御回路４２はタイミン
グコントローラー８と電気的に接続され、ゲート駆動回路４４はアクティブマトリクス型
有機発光ダイオードパネル２と電気的に接続される。ゲート駆動回路４４は複数個のゲー
ト駆動チップ４６からなり、複数個のゲート駆動チップ４６は内部画素駆動回路２０のゲ
ート線２５と電気的に接続されるために用いられる。
【００６１】
図４を参照する。一組目のゲート制御信号８２は、第一開始制御信号８２１と、第一クロ
ック制御信号８２２と、第一イネーブル制御信号８２３とからなる。ゲート駆動器４の出
力信号は、各内部画素駆動回路のゲート線２５とそれぞれ接続される。
【００６２】
手順１０２において、タイミングコントローラー８は、低電圧差動信号８６及びソース開
始制御信号８７をアクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル２駆動回路のソース
駆動器６に提供するとともに、ソースイネーブル制御信号８８をプログラマブルガンマ補
正バッファ回路チップ１０に提供する。ソースイネーブル制御信号８８は、プログラマブ
ルガンマ補正バッファ回路チップ１０の出力ハイレベル電圧信号がソース駆動器６へ送ら
れるように制御する。ソース駆動器６は、タイミングコントローラー８及びプログラマブ
ルガンマ補正バッファ回路チップ１０による制御の下で、データ信号をアクティブマトリ
クス型有機発光ダイオードパネル２に提供する。前記データ信号は、複数個のデータフレ
ームからなり、一つ一つの前記データフレームは同等の時間を有する複数個のサブデータ
フレームからなる。本実施例において、一つ一つの前記データフレームは、同等の時間を
有する八個のサブデータフレームからなる。
【００６３】
ソース駆動器６は、ソース制御回路６２と、ソース制御回路６２と電気的に接続されたソ
ース駆動回路６４とからなる。ソース制御回路６２は、タイミングコントローラー８と電
気的に接続される。ソース駆動回路６４はアクティブマトリクス型有機発光ダイオードパ
ネル２と電気的に接続される。ソース駆動回路６４は、複数個のソース駆動チップ６６か
らなる。
【００６４】
アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル駆動回路には、更にタイミングコント
ローラー８と電気的に接続されたマルチプレクサー（ＭＵＸ）１２が設けられる。マルチ
プレクサー１２は、ハイレベル電圧入力ピン１７・ローレベル電圧入力ピン１８・イネー
ブル制御信号入力ピン・選択的出力ピンを有する。
【００６５】
プログラマブルガンマ補正バッファ回路チップ１０は、スタティック高電圧ピン（ＳＴＡ
ＴＩＣ＿Ｈ）１６を有する。スタティック高電圧ピン１６上の電圧は、プログラマブルガ
ンマ補正バッファ回路チップ１０出力ピン１５上の電圧よりも恒常的に高いか、或いは等
しい。出力ピン１５は、第一から第十四までの出力ピンである。
【００６６】
マルチプレクサー１２のイネーブル制御信号入力ピンは、タイミングコントローラー８と
電気的に接続される。選択的出力ピンは、プログラマブルガンマ補正バッファ回路チップ
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１０のスタティック高電圧ピン１６と電気的に接続される。ハイレベル電圧入力ピン１７
は、ハイレベル電圧信号を入力するために用いられ、前記ハイレベル電圧は電源電圧Ｖｄ

ｄである。ローレベル電圧入力ピン１８は、ローレベル電圧信号を入力するために用いら
れ、前記ローレベル電圧信号は０Ｖである。ソースイネーブル制御信号８８の制御によっ
て、ハイレベル電圧信号或はローレベル電圧信号のいずれかが選択的出力ピンの出力信号
として選択される。プログラマブルガンマ補正バッファ回路チップ１０のスタティック高
電圧ピン１６が出力する電圧は、出力ピン１５が出力する電圧と変化が一致する。
【００６７】
図５を参照する。タイミングコントローラー８がソースイネーブル制御信号８８をマルチ
プレクサー１２へ出力するとともに、ソースイネーブル制御信号８８によって制御された
マルチプレクサー１２が０Ｖ電圧信号をプログラマブルガンマ補正バッファ回路チップ１
０のスタティック高電圧ピン１６へ向けて出力した時、プログラマブルガンマ補正バッフ
ァ回路チップ１０の出力ピン１５が出力する電圧は０Ｖになり、これにより前記ソース駆
動器の出力も０Ｖとなる。更に、データ線２６上の電圧も０Ｖとなる。これにより、ソー
スイネーブル制御信号８８によってプログラマブルガンマ補正バッファ回路チップ１０を
制御して直接的にソース駆動器６の放電機能を実現することが可能になり、放電機能を実
現可能な新しいソース駆動器６を開発するためのコストを削減することが出来る。
【００６８】
手順１０３において、前記第一走査信号及びデータ信号に基づいて、アクティブマトリク
ス型有機発光ダイオードパネル２における相対する内部画素駆動回路２０は、対応する蓄
積容量２４に対して充電を行い、更に内部画素駆動回路２０と対応する画素を充電する。
【００６９】
上述した手順１０１から手順１０３は、画素充電の過程である。
【００７０】
手順１０４において、タイミングコントローラー８は、二組目のゲート制御信号８４をゲ
ート駆動器４に提供する。ゲート駆動器４はタイミングコントローラー８による制御の下
で第二走査信号をアクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル２に提供する。
【００７１】
二組目のゲート制御信号８４は、第二開始制御信号８４１と、第二クロック制御信号８４
２と、第二イネーブル制御信号８４３とからなる。
【００７２】
手順１０５において、ソースイネーブル制御信号８８は、プログラマブルガンマ補正バッ
ファ回路チップ１０の出力ローレベル電圧信号がソース駆動器６へ送られるように制御す
る。第二走査信号に基づいて、ソース駆動器６はタイミングコントローラー８及びプログ
ラマブルガンマ補正バッファ回路チップ１０による制御の下で、内部画素駆動回路２０に
おける蓄積容量２４が放電するように制御し、更に内部画素駆動回路２０と対応する画素
放電を制御する。
【００７３】
上述した手順１０４から手順１０５は、画素放電の過程である。前記充電・放電の時間間
隔は、タイミングコントローラー８によって制御されることが可能であり、これによりパ
ルス幅変調が実現される。
【００７４】
図６を参照する。本実施例において、一つ一つの前記データフレームは、同等の時間を有
する八個のサブデータフレームからなることで、２５５グレースケールを実現するととも
に、２Ｔ１Ｃ回路を基礎として、特殊な回路制御を組合わせることによりパルス幅変調方
式を実現することが出来る。更に、駆動薄膜トランジスタ（第二薄膜トランジスタ２３）
のスレッショルド電圧Ｖｔｈに影響しないため、アクティブマトリクス型有機発光ダイオ
ードパネル２の一致性を改善することが出来る。
【００７５】
前記アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル駆動回路の駆動方式は、パルス幅
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変調方式であり、そのタイミング図については図７を参照する。ゲート駆動器４の一組目
のゲート制御信号８２・二組目のゲート制御信号８４、及びソース駆動器６のソース開始
制御信号８７と、プログラマブルガンマ補正バッファ回路チップ１０と接続されたソース
イネーブル制御信号８８が互いに組合されることで、一定のサブデータフレームのタイミ
ングにおいて、グレースケール効果を生成することが出来る。また図７において、一組目
のゲート制御信号８２は従来の制御信号であり、ソース開始制御信号８７は従来のソース
制御信号であるとともに、主にソース駆動器６の信号をアクティブマトリクス型有機発光
ダイオードパネル２まで送るために用いられる。同時に二組目のゲート制御信号８４がソ
ースイネーブル信号８８と組合されることにより、パルス幅変調が実現される。
【００７６】
総じて言えば、本発明のアクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネルの駆動回路及
び駆動方法は、従来の２Ｔ１Ｃ駆動回路を基礎として更にタイミングコントロール回路と
プログラマブルガンマ補正バッファ回路が設けられてゲート駆動器とソース駆動器を制御
することで、前記ソース駆動器による直接的な放電機能を実現し、これにより放電機能を
実現可能な新しいソース駆動器を開発するためのコストを削減する。同時に、パルス幅変
調方式をアクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル駆動回路の駆動方式として用
いるとともに一つのデータフレーム全体を時間が同等の八個のサブデータフレームに分け
ることで、２５５グレースケールを実現することが可能であり、加えて、アクティブマト
リクス型有機発光ダイオードパネルのスレッショルド電圧Ｖｔｈに影響しないため、アク
ティブマトリクス型有機発光ダイオードパネルの電流を変化させず、アクティブマトリク
ス型有機発光ダイオードパネルの一致性を高めて、アクティブマトリクス型有機発光ダイ
オードパネルの表示品質を向上させることが出来る。
【００７７】
以上の記述により、本発明の分野の一般的な技術員は、本発明の技術手法と構想に基づい
て各種の変更と変形を加えることが可能であり、これらの変更と変形は、いずれも本発明
の権利要求の保護範囲に属する。
【符号の説明】
【００７８】
（従来技術）
１００ 薄膜トランジスタ
２００ 薄膜トランジスタ
３００ 蓄積容量
 
（本発明）
１０   プログラマブルガンマ補正バッファ回路チップ（Ｇａｍｍａ　ＩＣ）
１２   マルチプレクサー（ＭＵＸ）
１５   出力ピン
１６   スタティック高電圧ピン（ＳＴＡＴＩＣ＿Ｈ）
１７   ハイレベル電圧入力ピン
１８   ローレベル電圧入力ピン
２     アクティブマトリクス型有機発光ダイオードパネル
２０   内部画素駆動回路
２２   第一薄膜トランジスタ
２３   第二薄膜トランジスタ
２４   蓄積容量
２５   ゲート線
２６   データ線
２７   有機発光ダイオード
４     ゲート駆動器
４２   ゲート制御回路



(20) JP 6226443 B2 2017.11.8

10

20

４４   ゲート駆動回路
４６   ゲート駆動チップ
６     ソース駆動器
６２   ソース制御回路
６４   ソース駆動回路
６６   ソース駆動チップ
８     タイミングコントローラー
８２   一組目のゲート制御信号
８２１ 第一開始制御信号（ＳＴＶ）
８２２ 第一クロック制御信号（ＣＫＶ）
８２３ 第一イネーブル制御信号（ＯＥ）
８４   二組目のゲート制御信号
８４１ 第二開始制御信号（ＳＴＶ２）
８４２ 第二クロック制御信号（ＣＫＶ２）
８４３ 第二イネーブル制御信号（ＯＥ２）
８６   低電圧差動信号（Ｍｉｎｉ＿ＬＶＤＳ）
８７   ソース開始制御信号（ＳＴＢ）
８８   ソースイネーブル制御信号
ｄ１   第一ドレイン
ｄ２   第二ドレイン
ｇ１   第一ゲート
ｇ２   第二ゲート
ｓ１   第一ソース
ｓ２   第二ソース

【図１】 【図２】
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